
下
高
宮
を
中
心
と
し
た
辺
津
宮
境
内
発
見
の
祭
祀
品
に
つ
い
て

《
資
料
紹
介
》

福
嶋　

真
貴
子　
　

宗
像
大
社
所
蔵
品
に
は
下し

も
た
か
み
や

高
宮
な
ど
辺へ

つ
ぐ
う

津
宮
境
内
で
発
見
さ
れ
伝
世
し
た
祭
祀
品
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
宗
像
大
社
三
宮
で
の
祭
祀
成
立
を
解
明
す
る
上
で
重
要
と
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
同
祭
祀
品
の
う
ち
未
報
告
の
資
料
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
辺

津
宮
境
内
各
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
第
1
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
上う
え
ど
ん殿
出
土
品

上
殿
と
は
宗
像
市
田
島
の
小
字
の
一
つ
で
、
辺
津
宮
社
殿
裏
の
丘
陵
高
宮
か
ら
北
西

に
さ
し
出
た
一
帯
を
さ
す
。
中
世
に
は
辺
津
宮
の
主
要
な
社
殿
（
第て

い
い
ち
ぐ
う

一
宮
、
第て

い
に
ぐ
う

二
宮
、

上か
み
た
か
み
や

高
宮
、下
高
宮
、内
殿
、濱
宮
）が
展
開
し
祭
祀
が
営
ま
れ
、最
も
神
聖
な
浄
域
で
あ
っ
た
。

上
殿
出
土
品
に
は
土
師
器
三
点
が
あ
る
。
土
師
器
甑
ミ
ニ
チ
ュ
ア
か
、把
手
付
き
鉢【
第

2
図
︱
１
】
は
残
存
長
八
・
〇
㎝
。
口
縁
部
の
六
分
の
一
程
度
が
残
存
。
体
部
は
丸
み
を

帯
び
口
縁
部
は
強
く
外
反
し
、
端
部
を
丸
く
収
め
る
。
把
手
は
小
さ
く
つ
ま
み
出
し
、
内

面
に
は
接
合
時
の
強
い
押
し
付
け
に
よ
る
窪
み
が
残
る
。
土
師
器
鉢
【
第
2
図
︱
２
】

は
口
径
一
一
・
八
㎝
、
器
高
八
・
五
㎝
、
頸
部
径
九
・
八
㎝
、
胴
部
最
大
径
一
〇
・
三
㎝
。

口
縁
部
の
一
部
を
欠
く
が
ほ
ぼ
完
形
品
。
体
部
は
丸
み
を
帯
び
口
縁
部
は
大
き
く
開
い
て

端
部
を
丸
く
収
め
る
。
体
部
外
面
は
や
や
雑
な
手
持
ち
ヘ
ラ
削
り
を
施
し
、
他
は
ナ
デ
で

仕
上
げ
る
。
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
所
産
か
。
土
師
器
高
坏
の
脚
部

【
第
2
図
︱
３
】
は
残
存
長
一
五
・
〇
㎝
、
基
部
径
三
・
五
㎝
、
脚
部
高
一
三
・
一
㎝
、

脚
底
径
一
三
・
四
㎝
。
坏
部
は
欠
損
す
る
が
脚
部
は
ほ
ぼ
完
形
品
。
脚
部
は
長
く
中
空
で
、

裾
部
は
發
状
に
屈
曲
し
端
部
で
立
脚
す
る
。
三
方
に
円
形
透
か
し
を
穿
ち
ヘ
ラ
削
り
で
丁

寧
に
成
形
す
る
。
古
式
な
様
相
を
残
す
が
い
わ
ゆ
る
宗
像
型
土
師
器
高
坏
の
例
で
、
六
世

紀
代
か
。

以
上
の
土
師
器
三
点
は
、
ひ
と
ま
と
ま
り
で
保
管
さ
れ
て
き
た
。
甑
ミ
ニ
チ
ュ
ア
（
あ

る
い
は
把
手
付
き
鉢
）
と
鉢
は
、
土
器
に
あ
る
注
記
に
よ
り
上
殿
出
土
が
明
ら
か
な
も

の
で
あ
る
が
、
高
杯
の
脚
部
は
来
歴
を
示
す
情
報
が
な
い
た
め
、
上
殿
出
土
の
可
能
性

を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

二
、
高
宮
出
土
と
し
て
伝
世
す
る
品

高
宮
と
は
小
字
上
殿
の
う
ち
、
辺
津
宮
社
殿
裏
、
南
南
西
に
あ
る
丘
陵
を
さ
す
。
丘

陵
の
南
側
の
高
い
方
が
上
高
宮
、
北
側
の
一
段
低
い
方
が
下
高
宮
で
あ
る
。
上
高
宮
は
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も
と
は
古
墳
で
、
江
戸
時
代
、
本
殿
地
下
か
ら
石
棺
や
鏡
、
武
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
、

五
世
紀
前
半
代
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（『
宗
像
沖
ノ
島
』
本
文
四
五
七
～
四
六
〇
頁
）。

下
高
宮
は
現
在
、
高
宮
祭
場
と
さ
れ
て
い
る
所
で
、
そ
の
丘
陵
上
の
台
地
か
ら
は
、
大

量
の
須
恵
器
・
土
師
器
、
無
数
の
滑か

っ
せ
き石

製
臼う

す
だ
ま玉

・
円
板
、
土
製
丸
玉
、
滑
石
製
人ひ

と
が
た形

二
点
・

馬う
ま
が
た形

一
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
、
一
八
頁
）。
伝
世
品
は
滑
石

製
人
形
二
点
・
円
板
一
点
・
大
形
有
孔
円
板
二
点
・
不
明
品
一
点
、
滑
石
製
品
残
欠
六

点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
滑
石
製
人
形
二
点
は
下
高
宮
附
近
出
土
と
し
て
、
滑
石
製
大

形
有
孔
円
板
二
点
は
辺
津
宮
附
近
出
土
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。（『
沖
ノ
島
』
本
文

一
九
五
頁
、
第
八
二
図
︱
四
・
五
・
一
二
・
一
三
）。
未
報
告
品
で
注
目
す
べ
き
は
滑

石
製
不
明
品
【
第
2
図
︱
４
】
で
、
全
長
五
・
八
五
㎝
、
最
大
幅
二
・
八
㎝
、
最
大
厚

一
・
五
七
㎝
。
欠
損
の
な
い
完
形
品
で
獣
形
状
を
呈
す
る
が
何
を
模
し
た
の
か
判
ら
な

い
。
刃
部
を
欠
く
刀と

う
す子

な
ど
の
柄
部
の
よ
う
で
も
あ
る
。
茎
状
部
分
に
は
方
形
の
突
起

が
二
ヶ
所
、
目
釘
の
よ
う
な
両
側
穿
孔
が
一
ヶ
所
あ
る
。

三
、
医い
お
う
い
ん

王
院
裏
出
土
品

下
高
宮
西
南
の
斜
面
、
小
字
上
殿
の
医
王
院
裏
（
俗
称
寺
下
）
か
ら
滑
石
製
臼
玉
と

平
玉
（
円
板
）
各
数
千
点
、
滑
石
製
舟
形
三
点
、
滑
石
製
大
形
円
板
、
鉄
片
、
土
師
器
・

須
恵
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
、
二
四
頁
（
註
五
）、『
沖
ノ
島
』

二
一
六
頁
）。
現
在
、
当
該
品
と
し
て
滑
石
製
舟
形
三
点
が
あ
る
。
下
高
宮
で
の
祭
祀

に
近
い
内
容
と
年
代
と
み
ら
れ
る
。

四
、
辺
津
宮
境
内
出
土
と
し
て
伝
世
す
る
品

勾
玉
（
瑪
瑙
製
二
点
、
滑
石
製
四
点
（
う
ち
一
点
は
未
成
品
）、
ガ
ラ
ス
製
一
点
）、

ガ
ラ
ス
玉
、
滑
石
製
臼
玉
（
算
盤
玉
形
・
太
鼓
形
・
未
製
品
が
あ
る
）、
滑
石
製
馬
形
・

円
板
・
大
形
無
孔
円
板
各
一
点
、
滑
石
製
不
明
品
三
点
、
滑
石
製
残
欠
一
四
点
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
滑
石
製
馬
形
は
下
高
宮
出
土
（『
沖
ノ
島
』
一
九
八
頁
、
第
八
二
図
︱
七
）、

滑
石
製
大
形
無
孔
円
板
は
上
殿
出
土
（『
沖
ノ
島
』
一
九
〇
頁
、
第
八
二
図
︱
一
四
）、

滑
石
製
勾
玉
一
点
、
滑
石
製
不
明
品
二
点
は
辺
津
宮
附
近
出
土
（『
沖
ノ
島
』
第
八
二

図
︱
六
・
八
）
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
未
報
告
品
の
う
ち
、
メ
ノ
ウ
製
勾
玉
【
第

2
図
︱
５
】
は
完
形
品
、
片
側
穿
孔
。
長
さ
四
一
・
〇
㎜
、
厚
さ
一
〇
・
七
五
㎜
、
孔

径
一
・
六
五
～
三
・
二
五
㎜
。
滑
石
製
臼
玉
【
第
2
図
︱
６
～
15
】
は
全
体
で
五
六
個

あ
る
う
ち
の
十
点
の
み
図
示
し
た
。
ほ
ぼ
同
類
型
で
、
側
面
は
研
磨
に
よ
っ
て
算
盤
玉

状
に
稜
線
を
つ
く
っ
て
お
り
、
五
世
紀
頃
に
よ
く
見
ら
れ
る
小
形
の
臼
玉
で
あ
る
。
直

径
四
・
五
五
～
五
・
六
㎜
、
厚
さ
一
・
八
～
三
・
六
㎜
、
孔
径
一
・
一
～
一
・
八
㎝
。

五
、
辺
津
宮
第て
い
さ
ん
ぐ
う

三
宮
址
付
近
出
土
品

下
高
宮
の
北
東
方
向
に
の
び
た
台
地
の
先
端
に
あ
た
る
第
三
宮
址
近
く
の
中な

か
ど
ん
や
ま

殿
山
の

小
丘
か
ら
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
採
土
の
際
、
変
形
獣
帯
鏡
二
面
、
滑
石
製
短

甲
一
点
、
土
師
器
・
須
恵
器
が
発
見
さ
れ
た
。
鏡
二
面
は
古
墳
時
代
の
仿
製
鏡
と
さ
れ

て
き
た
が
、
近
年
、
中
国
鏡
（
二
面
の
う
ち
、
径
一
五
・
一
㎝
の
大
形
の
方
は
魏
晋
鏡
）

の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
森
下
ほ
か 

二
〇
一
〇
、三
一
頁
）。
滑
石
製
ミ
ニ
チ
ュ
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ア
短
甲
【
第
2
図
︱
16
】
は
五
世
紀
頃
の
鉄
製
短
甲
を
模
し
た
完
形
品
。
全
体
に
丁
寧

な
研
磨
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
前
胴
に
は
削
り
に
よ
る
微
細
な
さ
ざ
波
状
の
痕
跡
が
観

察
で
き
る
。
脇
下
は
棒
状
の
研
磨
具
で
円
錐
形
に
削
り
出
し
て
お
り
、
押
付
板
部
分
に

ま
で
研
磨
痕
が
残
る
。
高
さ
八
・
八
㎝
、
押
付
板
幅
七
・
〇
㎝
、
括
れ
部
幅
四
・
八
㎝
、

括
れ
部
厚
さ
三
・
一
㎝
、
胸
部
厚
さ
三
・
八
㎝
、
裾
部
幅
五
・
一
㎝
、
裾
部
厚
さ
三
・

五
㎝
。
類
例
は
、
祭
祀
遺
跡
で
は
韓
国
竹
幕
洞
祭
祀
遺
跡
、
古
墳
出
土
品
で
は
栃
木
県

雷
電
山
古
墳
の
み
と
さ
れ
る
。
須
恵
器
の
横
瓶
ミ
ニ
チ
ュ
ア
品
【
第
2
図
︱
17
】
は
ほ

ぼ
完
形
品
で
体
部
は
扁
平
、
平
底
で
後
円
部
は
直
状
に
外
傾
し
て
大
き
く
開
き
、
端
部

を
丸
く
収
め
る
。
口
縁
部
外
面
に
は
二
条
の
甘
い
沈
線
が
巡
る
。
胴
部
外
面
下
半
と
底

部
外
面
は
軽
い
手
持
ち
ヘ
ラ
削
り
を
施
し
、他
は
回
転
ヨ
コ
ナ
デ
で
仕
上
げ
る
。
胎
土
・

焼
成
と
も
良
好
・
堅
緻
で
あ
る
。
口
径
五
・
五
㎝
、
器
高
八
・
〇
㎝
、
底
径
六
・
九
㎝
、

胴
部
最
大
径
九
・
六
㎝
、
頸
部
径
三
・
四
㎝
。
時
期
は
六
世
紀
後
半
に
比
定
で
き
る
。

ま
と
め

高
宮
や
そ
の
周
辺
で
発
見
さ
れ
た
宗
像
大
社
社
外
資
料
と
し
て
、
下
高
宮
丘
陵
が
畑

地
で
あ
っ
た
頃
の
溜
池
（
第
１
図
旧
溜
池
）
や
下
高
宮
周
辺
の
畑
地
（
第
１
図
旧
畑
地
）

で
採
集
し
た
土
師
器
、
下
高
宮
東
の
雑
木
林
内
で
採
集
さ
れ
た
器
台
と
甕
な
ど
を
花
田

勝
広
氏
が
紹
介
し
て
い
る
。
花
田
氏
は
、
溜
池
や
下
高
宮
周
辺
の
畑
地
の
土
器
は
布
留

式
最
古
段
階
、
雑
木
林
の
も
の
は
八
世
代
の
祭
祀
品
と
見
立
て
、
上
高
宮
の
古
墳
を
含

め
た
下
高
宮
周
辺
を
と
り
ま
く
遺
跡
は
、
下
高
宮
土
器
出
土
地
→
上
高
宮
の
古
墳
→
中

殿
山
祭
場
→
下
高
宮
・
医
王
院
の
順
で
推
移
し
、
五
世
紀
の
中
殿
山
の
祭
祀
か
ら
八
世

紀
の
下
高
宮
周
辺
で
の
祭
祀
ま
で
連
続
で
行
わ
れ
た
と
指
摘
す
る
（
花
田
二
〇
一
二
、

四
六
～
五
一
頁
）。
一
方
、
小
田
富
士
雄
氏
は
伝
沖
ノ
島
四
号
遺
跡
出
土
の
壺
（『
沖
ノ

島
』
第
九
三
︱
三
）
や
大
島
中
津
宮
境
内
貝
塚
出
土
土
器
（『
宗
像
沖
ノ
島
』
Ｆ
Ｉ
Ｇ
．

一
五
一
︱
五
）
な
ど
の
古
式
土
師
器
の
存
在
か
ら
、
沖
ノ
島
の
国
家
祭
祀
の
開
始
以
前

に
、
沖
ノ
島
、
大
島
、
下
高
宮
で
土
器
を
主
体
と
し
た
当
時
の
在
地
首
長
（
宗
像
氏
の

始
祖
ク
ラ
ス
）
に
よ
る
在
地
型
の
航
海
神
祭
祀
を
想
定
し
て
い
る
（
小
田
二
〇
一
一
、

四
九
～
五
一
頁
）。

こ
の
よ
う
な
下
高
宮
祭
祀
の
先
行
研
究
で
検
討
材
料
と
な
っ
た
資
料
は
、『
宗
像
神

社
史
』『
沖
ノ
島
』
な
ど
の
宗
像
大
社
刊
行
学
術
書
で
報
告
さ
れ
た
出
土
品
・
採
集
品

や
、
個
人
論
考
で
紹
介
さ
れ
た
採
集
品
な
ど
で
、
数
が
乏
し
く
、
来
歴
や
所
在
な
ど
の

信
憑
性
に
疑
問
が
あ
る
も
の
も
一
部
含
ま
れ
、実
態
解
明
を
困
難
に
し
て
き
た
。
特
に
、

沖
ノ
島
国
家
祭
祀
開
始
前
の
時
期
（
古
墳
時
代
前
期
）
と
古
墳
時
代
後
期
の
資
料
は
手

薄
で
、
学
術
的
に
取
り
扱
え
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
今
回
、
新
出
資
料
を
提

示
し
た
こ
と
で
、
考
証
の
際
に
検
討
不
十
分
で
あ
っ
た
部
分
を
補
い
、
研
究
を
一
層
進

展
さ
せ
う
る
可
能
性
が
み
え
て
き
た
。
本
稿
で
未
報
告
資
料
と
し
て
紹
介
し
た
品
の
う

ち
、
上
殿
出
土
の
土
師
器
、
辺
津
宮
境
内
出
土
の
古
い
時
代
の
特
徴
を
も
つ
滑
石
製
臼

玉
、
第
三
宮
址
付
近
出
土
品
な
ど
は
、
沖
ノ
島
、
大
島
、
下
高
宮
、
三
か
所
で
の
祭
祀

行
為
が
国
家
祭
祀
以
前
に
求
め
ら
れ
、
三
か
所
で
の
祭
祀
が
八
世
紀
ま
で
継
続
し
た
可

能
性
を
さ
ら
に
高
め
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
在
地
首
長
に
よ
る
在
地
の
土
器
を
用
い

る
祭
祀
か
ら
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
る
国
家
祭
祀
へ
の
展
開
の
解
明
が
今
後
の
課
題
と
な
る

だ
ろ
う
。
こ
の
た
び
、
個
々
の
資
料
や
祭
祀
そ
の
も
の
の
検
討
が
十
分
に
で
き
な
か
っ

た
。
大
島
中
津
宮
境
内
関
係
品
の
整
理
公
開
と
合
わ
せ
て
改
め
て
試
み
た
い
。
最
後
に
、
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第 1図　宗像大社辺津宮境内図
（旧溜池、旧畑地の位置は小田2012、50 頁、第 5図下高宮遺跡位置図をもとに図示）
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第 2図　遺物実測図（1〜 3・17（S=1/3)、4・5・16（S=1/2)、6 〜 15（S=1/1）
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本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
白
木
英
敏
氏
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
。
篤
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
宗
像
大
社
文
化
財
管
理
局
）
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